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(38) 上田尚弥・石原 亨・上野琴巳：Phanerochaete calorichaが生産するヤセウツボ幼根伸長阻害物質の単離同
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術総会，神奈川県横浜市（2022.11） 

(40) 中村優里・石原 亨・辻本 壽・佐久間俊：顕性補足遺伝子に制御される黄金コムギの遺伝機構．第14回中国

地域育種談話会，山口県山口市（2022.12） 

(41) 西田直史・赤木靖典・椿 香織・下田絵美子・菊池 貴・遠藤直樹・一柳 剛・中桐 昭・石原 亨：ツチナメコから

の概日リズム調節物質の単離．日本農芸化学会中四国支部大会，岡山県岡山市（2023.01） 

(42) 長棟光祐・澤中望里・榊原圭陽・前川二太郎・中桐 昭・早乙女梢：国内から採集した広義Tomentella属菌の
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ナメコから単離したジテルペノイドは概日リズムを変動させる．日本農芸化学会2023年度大会，広島県広島

市（2022.03） 

(48) 井伊滉将・陳 霽戌・美藤友博・石原 亨・渡邉文雄・藪田行哲：メチオニン合成酵素遺伝子破壊線虫のホモシ

ステイン代謝．日本農芸化学会2023年度大会，広島県広島市（2022.03） 

(49) 福田尚寿・柳凛太朗・小路歩実・伊良皆桜・有馬二朗・大﨑久美子：アブラナ科植物黒すす病菌により液体培

地中に生産される宿主特異的AB毒素の解析．令和5年度日本植物病理学会大会，オンライン開催

（2023.03） 

(50) 佐竹洋樹・竹村圭弘・大﨑久美子:病原菌によるニホンナシ花粉の汚染状況とアセトンによる抗菌効果につ

いて．園芸学会令和5年度春季大会，滋賀県大津市（オンラインとのハイブリッド開催）（2023.03） 

5. 学会賞等の受賞 

(1) 會見忠則：二極性きのこの交配型遺伝子に関する研究．日本きのこ学会賞，日本きのこ学会第 25 回大会，

栃木県宇都宮市（2022.09） 

(2) 渡邉文雄：日本農芸化学会中四国支部功労賞．日本農芸化学会中四国支部大会第63回講演会，香川県高

松市（2022.09） 



6．調査報告書等 

該当なし 

7．特許等 

(1) 杉山祐樹・高島菜穂・大崎久美子・石原 亨：抗菌性組成物，繊維若しくは衣料品，及びフィルム．特願2022-

040472（2022.03） 

(2) 杉山祐樹・高島菜穂・大崎久美子・石原 亨：抗菌性組成物，繊維又は衣料品，フィルム，抗菌材，及び微生

物防除方法．特願2022-040651（2022.03） 

8．その他業績 

(1) 遠藤直樹・早乙女梢・中桐 昭・會見忠則・霜村典宏・一柳 剛：鳥取大学農学部附属菌類きのこ遺伝資源研

究センターの「きのこ類菌類資源の収集・保存・提供」がナショナルバイオリソースプロジェクト（NBRP）に採

択されました．日本菌学会ニュースレター7月号（2022.07） 

(2) 一柳 剛：きのこリソース事業活動報告，第25回生物資源委員会（2022.11） 

(3) 高橋賢次：ストロビルリン X による細胞増殖抑制作用．JST 鳥取大学 新技術説明会，オンライン開催

（2023.03） 

  



2022年度社会貢献活動 

 

講 演 

年 月 日 講  師 内  容 

2022 年 10 月 4 日〜31

日 
石 原  亨 

きのこから美白物質を発見．イノベーション・ジャパン 2022〜大学見本市＆ビジネ

スマッチング～，オンライン開催 

2022 年 11 月 18 日 霜 村 典 宏 日本におけるきのこ栽培．台湾・東海大学，オンライン開催 

2023 年 2 月 29 日 霜 村 典 宏 きのこ栽培の可能性．農学セミナー，兵庫県養父市 

 

小中高生の実習対応 

年 月 日 講  師 内  容 

2022 年 10 月 11 日 遠 藤 直 樹 
都内小学生1名の令和4年度 港区立みなと科学館 港区小学校 理科研究作品

展での発表に際して助言 

2023 年 1 月 23 日 大 崎 久 美 子 鳥取東高等学校で開催された課題研究発表会に参加し指導助言 

2023 年 1 月 29 日 早 乙 女 梢 令和４年度鳥取県高校生理数課題研究等発表会 審査委員 （鳥取県米子市） 

 

学会，研究会等の開催 

年 月 日 対 応 者 内  容 

2022 年 10 月 12 日～

2022 年 10 月 13 日 
早 乙 女 梢 NBRCきのこリソースとしての広報活動のためのBioJapan参加（神奈川県横浜市） 

2022 年 11 月 30 日 一 柳  剛 
日本分子生物学会（千葉県千葉市）ナショナルバイオリソースプロジェクト きのこリ

ソースの紹介 

2 0 2 3 年 3 月 3 日 一 柳  剛 鳥取大学研究成果発表会〜水産資源の有効利用に向けて〜 

2023年3月26日-28日 一柳 剛・霜村典宏 
日本薬学会第143回大会（北海道札幌市）ナショナルバイオリソースプロジェクト き

のこリソース展示と紹介 

 

FMRCの見学・野生きのこの鑑定 

年 月 日 対 応 者 内  容 

2 0 2 2 年 5 月 9 日 遠 藤 直 樹 国内企業1件のFMRC見学対応 

2 0 2 2  年 8 月 2 日 早 乙 女 梢 【雲雀丘学園】 研究室体験 でのFMRC見学対応 

2022 年 8 月 23 日 早 乙 女 梢 台湾東海大学・教員1名、学生4名のFMRC見学対応 

2022 年 11 月 30 日 中桐 昭・早乙女梢 鳥取環境大学学長，副学長らのFMRC見学対応 

2022 年 12 月 20 日 一柳 剛・早乙女梢 内部関係者3名のFMRC見学対応 

 



取材・新聞記事掲載等 

年 月 日 対 応 者 内  容 

2022 年 5 月 12 日 早 乙 女 梢 
鳥取大学 PR 動画「ハイツ友の会の鳥取大学てどんなとこ？⑫鳥取大学農学部に

潜入！」 

2022 年 5 月 17 日 早 乙 女 梢 
サイエンスＮＯＷ出演 （NBRPきのこリースに関するFMRCの紹介）、2回放送分、

ＦＭみしま・かんなみ、2022年5月29日、6月5日放送分 

2 0 2 2 年 6 月 1 日 早 乙 女 梢 
共同プレスリリース「絶滅危惧きのこ「オオメシマコブ」は実は 2 種で、 

しかもどちらも新種だった－絶滅危惧きのこの保全に向けて－」 

2 0 2 3 年 2 月 1 日 一 柳  剛 大学広報誌「風紋」の取材に対応 

2022 年 5 月 12 日 一 柳  剛 朝日新聞掲載「鳥取大のきのこ研究を国が採択 「遺伝資源に可能性」」 

2 0 2 2 年 5 月 8 日 一 柳  剛 山陰中央新報掲載「鳥取大 国の中核拠点に」 

2022 年 4 月 28 日 
一柳 剛・霜村典宏・

早 乙 女  梢 

プレスリリース：ナショナルバイオリソースプロジェクト中核拠点整備事業採択につ

いて （朝日新聞社、共同通信社、毎日新聞社、山陰中央新報社、日本海新聞社、

NHK鳥取放送局） 

2022 年 4 月 27 日 一 柳  剛 日本海新聞 1面掲載「鳥大きのこ遺伝資源センター 国の中核拠点に」 

2022 年 4 月 25 日 一 柳  剛 日本海新聞社の取材に対応 

2 0 2 3 年 2 月 1 日 一 柳  剛 大学広報誌「風紋」の取材に対応 

2022 年 5 月 12 日 一 柳  剛 朝日新聞掲載「鳥取大のきのこ研究を国が採択 「遺伝資源に可能性」」 

 


